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日英(１)ビジネス トライアル課題文


■日仏(1)ビジネス一般　トライアル課題文■
注意事項：
課題文は、国際ビジネスについての文章です。 
下記のルールを遵守してください。
· 専門用語の訳は定訳に従ってください。
· 正確性はもちろんですが、読みやすさも重視しますので、長い文章は途中で切って複数の文に分けるなど、必要に応じて工夫してください。
· 必要であれば訳注（コメント）をつけてください。 
· 訳文はMSWordのドキュメント文書（.doc）にてご提出ください。 
課題文本文：
「ロングテール」とは、インターネット上でのオンライン小売店のビジネスモデルを説明するときに使われる言葉であり、ニッチで販売数の少ない商品を大量に揃えることで、全体の売り上げを大きくする、という実店舗とは反対の戦略である。
これをSEMに応用したものが、ロングテールキーワードである。検索数の多いビッグキーワードで検索順位上位をねらうと、外部リンク対策費用はどうしても高額になる。そこで、複数の言葉を組み合わせた研削数の少ないニッチなキーワードを多数用意して、検索順位上位をねらうことでアクセス数をかせぐ、というのがこの手法である。これは、外部リンク対策費用を比較的安価に抑えられることに加え、商材にフィットするキーワードが見つかると売上につながりやすい、というメリットもある。もともとは米国の雑誌Wiredの編集長クリス・アンダーソンが提唱した概念で、日本では、梅田望夫の「ウェブ進化論」が注目されて話題となり、一般的な用語となった。
